
三沢防衛事務所を訪ね申し入れする左側から
市川東北町町会議員、松田県議、奥本三沢市市会議員（6月18日）

　

松
田
議
員
は
最
初
の
質
問
と
し
て
、

戦
争
法
案
に
つ
い
て
、「
日
本
を
海
外

で
戦
争
す
る
国
に
変
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
憲
法
破
壊
の
法
案
に
反
対

す
べ
き
」
と
質
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
三
村
知
事
は
「
国

民
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
」
と
答
弁
。

　

松
田
議
員
は
再
質
問
で
、
憲
法
審
査

会
で
の
憲
法
学
者
の
「
違
憲
」
発
言
を

示
し
、
知
事
が
憲
法
を
守
る
立
場
に
立

つ
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
次
に
原
子
力
政
策
に
つ

い
て
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。「
原
発

再
稼
働
を
進
め
る
安
倍
政
権
に
対
し

て
、
国
民
の
世
論
と
運
動
さ
ら
に
福
島

原
発
事
故
の
現
実
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
て

い
る
」
と
指
摘
、「
知
事
選
挙
結
果
を

踏
ま
え
、
原
発
・
核
燃
反
対
の
県
民
の

声
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の

か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

知
事
は
こ
れ
ま
で
の
見
解
を
述
べ
る

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
〝
正
念
場
を
迎
え
る
T
P
P
交
渉
〞

松
田
議
員
は
、
緊
迫
し
大
詰
め
を
迎
え

る
情
勢
に
つ
い
て
述
べ
、「
今
の
時
期

に
国
会
決
議
等
を
踏
ま
え
て
、
交
渉
か

ら
の
撤
退
を
国
に
意
見
を
上
げ
る
べ

き
」
と
質
し
ま
し
た
。

　

知
事
は「
当
初
か
ら
反
対
の
立
場
」と

言
い
な
が
ら
、
交
渉
か
ら
の
撤
退
を
求

め
る
質
問
に
つ
い
て
は
避
け
ま
し
た
。

　

衆
議
院
で
の
労
働
者
派
遣
法
強
行
採

決
の
情
勢
の
下
、松
田
議
員
は「
ナ
シ
ョ
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前
回
同
様
の
青
山
祐
治
氏
と
佐
々
木
郁

夫
氏
を
副
知
事
に
し
た
い
と
の
知
事
提
案

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
「
人
物

評
価
に
何
ら
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
知
事
の
核
燃
・
原
発
推
進
政
策
や
米

軍
基
地
容
認
な
ど
国
策
に
追
随
し
続
け
て

き
た
姿
勢
を
補
佐
」
す
る
も
の
に
な
り
反

対
を
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に

基
づ
き
県
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
県
総
合

戦
略
素
案
が
示
さ
れ
、
急
激
な
人
口
減
と

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
を
指
摘
し
て
い
ま

す
が
、そ
の
元
凶
は
消
費
税
増
税
、福
祉
・

介
護
・
医
療
の
後
退
、
輸
入
自
由
化
、
非

正
規
雇
用
の
拡
大
な
ど
長
年
の
自
民
党
政

治
に
あ
り
、
人
口
減
食
い
止
め
の
た
め
に

は
そ
の
転
換
こ
そ
必
要
だ
と
指
摘
し
ま
し

た
。
又
「
総
合
戦
略
」
の
中
で
「
広
域
連

携
（
連
携
中
枢
都
市
圏
、
定
住
自
立
圏
）

に
向
け
た
市
町
村
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
支
援
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
心
都
市

等
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
圏
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
進
め
人
口
流
出
を
防
ぐ
と
い

う
も
の
で
、
集
約
効
果
へ
の
疑
問
、
周
辺

部
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
さ
ら
な
る
衰
退
の

危
惧
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、一
般
質
問
で
、

初
登
壇
。
戦
争
法
案
、
原
発
・

核
燃
、
T
P
P
等
で
知
事
の
政

治
姿
勢
を
質
し
、
子
ど
も
医
療

費
無
料
化
の
拡
充
や
八
戸
屋
内

ス
ケ
ー
ト
場
の
維
持
管
理
費
に

お
け
る
八
戸
市
の
負
担
軽
減
、

三
協
リ
サ
イ
ク
ル
の
産
業
廃
棄

物
撤
去
等
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

質
問
を
終
え
た
松
田
議
員
は

「
こ
れ
を
第
一
歩
に
県
民
の
い

の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
声
を
届

け
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。

　

翌
日
の
デ
ー
リ
ー
東
北
は
、

「
初
登
壇
、
舌
鋒
鋭
く
」
と
伝
え

て
い
ま
す
。

　

安
藤
議
員
は
、
議
案
の
質
疑

で
、
公
務
員
の
年
金
が
下
っ
た

り
、
赤
字
企
業
に
負
担
増
と
な

る
外
形
標
準
課
税
の
問
題
点
を

質
し
ま
し
た
。

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
違
い
を
超
え
て
反
対

の
声
が
上
っ
て
い
る
、
正
社
員
か
ら
派

遣
社
員
へ
の
と
め
ど
な
い
置
き
換
え
が

進
む
派
遣
法
改
悪
に
反
対
す
べ
き
」
と

訴
え
、
改
悪
案
に
つ
い
て
の
見
解
と
正

規
雇
用
化
へ
の
県
の
取
り
組
み
を
質
し

ま
し
た
。

　

商
工
労
働
部
長
は
「
国
の
動
向
を
注

視
」、「
県
内
の
非
正
規
雇
用
者
の
割
合

は
37
．9
％
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
「
子
ど
も
の
医
療
費
の

助
成
対
象
を
広
げ
る
市
町
村
が
相
次
い

で
い
る
。
中
学
生
ま
で
が
標
準
に
な
り

つ
つ
あ
る
」
と
指
摘
し
、
今
年
度
か
ら

全
市
町
村
で
所
得
制
限
な
し
に
中
学
三

年
生
ま
で
無
料
と
し
た
山
形
県
の
取
り

組
み
も
紹
介
し
、
中
学
生
ま
で
県
が
支

援
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
部
長
は
、答
弁
の
中
で「
県

内
26
市
町
村
が
中
学
卒
業
ま
で
、
5

市
町
村
が
高
卒
ま
で
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
の

維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、
県
も
負
担
す

べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、企
画
政
策
部
長
は
、

5
項
目
合
意
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
説

明
し
、「
合
意
事
項
に
基
づ
き
、
県
・

市
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
な
か
で
連

携
」
と
の
考
え
を
述
べ
る
に
留
ま
り
ま

し
た
。

　

松
田
議
員
は
「
今
後
建
設
・
開
業
へ

と
進
む
中
で
、
維
持
管
理
費
が
増
え
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
、
維
持
管
理

費
に
つ
い
て
引
き
続
き
県
の
支
援
を
求

め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

松
田
議
員
は
、
八
戸
市
櫛
引
地
区
三

協
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
セ
ン
タ
ー
の
産
業

廃
棄
物
に
つ
い
て
、
住
民
の
不
安
が
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
全
量
撤

去
と
キ
ャ
ピ
ン
グ
の
代
執
行
に
入
る
前

に
八
戸
市
民
へ
の
説
明
会
を
行
う
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　

環
境
部
長
の
答
弁
は
、「
地
下
水
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
、
環
境
へ
の
影

響
を
確
認
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。
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副知事の選任、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」
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議
案
2
本
は
「
被
用
者
年
金
制
度
の
一

元
化
を
図
る
法
律
改
正
」
に
伴
う
職
員
の

退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
な
ど
の
所
要
の

整
理
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
法
律
改
正

で
こ
れ
ま
で
共
済
年
金
加
入
の
公
務
員
や

私
立
学
校
教
職
員
も
2
階
部
分
の
年
金
が

厚
生
年
金
に
統
一
さ
れ
ま
す
。「
税
と
社

会
保
障
の
一
体
改
革
」
に
盛
り
込
ま
れ
た

措
置
で
、
公
務
員
の
年
金
が
積
み
立
て
よ

り
低
く
な
る
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
し
た
。

　
「
青
森
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
」
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

資
本
金
1
億
円
超
の
普
通
法
人
に
か
か
る

外
形
標
準
課
税
（
付
加
価
値
割
・
資
本
割
）

の
割
合
を
2
0
1
5
年
か
ら
2
年
間
で
拡

大
す
る
も
の
で
す
。又
、所

得
割
の
税
率
引
き
下
げ
に

よ
り
法
人
税
率
引
き
下
げ

と
法
人
実
効
税
率
の
引
き

下
げ
を
行
い
、
黒
字
企
業

の
負
担
を
軽
減
し
赤
字
企

業
に
負
担
を
増
や
す
こ
と

と
な
り
反
対
し
ま
し
た
。

　松田議員は、6月18日米軍三沢基地
司令官あてに「無人偵察機グローバル
ホーク三沢基地配備撤回」の申し入れ
を行いました。
　この申し入れには市川俊光上十三地
区委員長と奥本菜保己三沢市議も同行
しました。

※9月議会からあおもり県議会報告が県内全戸に配布され
ます。内容は広報図書委員会で検討しています。

議会改革検討委員会に提出した共産党会派からの意見議会改革検討委員会に提出した共産党会派からの意見

医療費無料化の拡充、屋内スケート場維持管理費、産廃の代執行…医療費無料化の拡充、屋内スケート場維持管理費、産廃の代執行…

初の一般質問に立つ松田議員（6月23日）

議案の質疑を行う
安藤議員（6月25日）

1 一般質問は再々質問まで認めること（議
長の判断基準を明確に）。
一般質問に対する答弁で納得のいかない問
題（単なる答弁もれではなく）がある場合
は、再々質問を認めること。

2 各常任委員会への所属は、公平公正に配
置すること。
共産党会派は、文教公安委員会に所属した
ことがない。

3 特別委員会での質疑時間の充実
原子力・エネルギー対策特別委員会、東日
本大震災特別委員会での少数会派の時間が
短い。本会議における質疑と同様に45分
程度ほしい。

4 議会時の費用弁償は、当面実費支給に改
め、いずれ廃止する。
実費支給は社会的常識であり、議員の場合
は、いずれ政務活動費で対応すること。

5 政務調査の透明性の一層の向上を図る。
特に、視察の場合の目的、状況がよくわか
るものにしていく。

6 議員派遣による海外視察を中止する。
節約のため、行くのであれば政務活動費に
よる。

7 政務活動費交付額の減額
節約のため。

（無＝古村）

議案の賛否 〇賛成　×反対
監査委員の選任（議会側から2人自民独占）

副知事の選任（青山、佐々木副知事2人）
県条例の一部改正　被用者年金制度の一元化（公務員の年金下がる）
県税条例の一部改正　赤字企業に負担増となる外形標準課税の導入
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議案に対する一部反対討論を行う
安藤議員　　　　　　（6月30日）

6月24日付「デーリー東北」より
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安
藤
議
員
は
6
月
定
例
会
提
出
議

案
6
件
の
う
ち
3
件
と
、
知
事
報
告

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
青
森

県
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
青
森
県
総

合
戦
略
」
の
中
か
ら
5
件
に
つ
い
て

の
質
疑
を
行
い
最
終
日
に
以
下
に
示

す
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

（3）　2015年7月 2015年7月　（2）


